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経
営
学
部
（
瓶
子
長
幸
学

部
長
）
で
は
、
卒
業
後
１
年

を
経
過
し
た
卒
業
生
に
対
し

て
、
新
旧
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
に
焦
点
を
あ
て
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
２
０
０
８
年
度

か
ら
始
め
た
。
０７
年
３
月
に

卒
業
し
た
学
生
５
６
５
人
に

対
し
て
、
０８
年
１１
月
に
卒
業

時
の
保
証
人
の
住
所
あ
て
に

往
復
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
卒
業
生

の
意
見
を
今
後
の
大
学
お
よ

び
経
営
学
部
の
改
革
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
。
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

っ
た
結
果
を
紹
介
す
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
総
合
評

価
（
６
段
階
）
で
は
、
８４
％

が
【
４
】
以
上
に
○
を
つ
け

て
お
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

良
か
っ
た
点
に
つ
い
て

は
、
「
展
開
さ
れ
て
い
る
科

目
∥
４３
％
」、「
個
々
の
科
目

の
内
容
∥
２２
％
」、「
ゆ
る
や

か
な
コ
ー
ス
制
∥
１６
％
」
と

な
っ
て
お
り
、
豊
富
な
科
目

展
開
の
評
価
が
高
か
っ
た
。

一
方
、
悪
か
っ
た
点
は
「
個

々
の
科
目
の
内
容

∥

２２

％
」、「
卒
業
要
件
∥
２２
％
」、

「
時
間
割
∥
２０
％
」
と
な
っ

て
い
る
。
「
個
々
の
科
目
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
良
か

っ
た
と
評
価
し
て
い
る
学
生

も
多
い
た
め
、
科
目
間
の
質

の
バ
ラ
ツ
キ
を
な
く
す
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
現
在
、
検
討
中
で
あ

る
。ま

た
、
卒
業
要
件
に
つ
い

て
は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導

入
の
際
に
総
合
的
に
検
討

し
、
現
在
は
１
３
６
単
位
と

な
っ
て
い
る
。
学
部
の
特
徴

で
あ
る
豊
富
な
科
目
展
開

は
、
ど
う
し
て
も
時
間
割
の

制
約
が
出
て
し
ま
う
が
、
０７

年
度
入
学
者
か
ら
は
、
学
び

た
い
テ
ー
マ
内
で
の
科
目
の

重
な
り
を
な
く
す
な
ど
し

て
、
時
間
割
に
対
す
る
不
満

の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

経
営
学
部
で
は
今
後
、
時

系
列
的
に
分
析
を
進
め
る
と

と
も
に
、
卒
業
生
の
意
見
を

参
考
に
、
よ
り
よ
い
学
部
づ

く
り
に
励
ん
で
い
く
と
し
て

い
る
。

●
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座「
歴
史
を
紐
と
く
」

古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
と
日
本
・
中
国

▽
期
間
∥
９
月
２６
日
（
土
）、
１０
月
１０
日
（
土
）、
１０

月
２４
日
（
土
）

▽
時
間
∥
１０
時
３０
分
～
１２
時
、
１３
時
～
１４
時
３０
分

▽
会
場
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１０
号
館
１
０
３
０
１
教
室

▽
申
込
日
∥
９
月
１
日
（
火
）
～
２４
日
（
木
）
必
着

問
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課
☎
０４４

（
９１１
）
１
２
６
８

●
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
言
語
・
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
第
４
回
国
際
公
開
講
座

チ
ョ
ー
サ
ー
と
イ
タ
リ
ア
文
学

▽
日
時
∥
９
月
１２
日（
土
）、１３
日（
日
）、１３
時
～
１７
時

▽
会
場
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
号
館
７
３
１
教
室

※
講
師
の
使
用
言
語
は
英
語
。

問
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０４４
（
９１１
）
１

３
４
７


０４４
（
９１１
）
１
３
４
８

詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。

８月３日、テレビ神奈川（tvk）の情

報番組「１２３０＠ハマランチョ」に日髙義

博理事長・学長が出演。「２００９専修大学

カップ」や、２０１０年４月に開設される人

間科学部などの紹介を行った。

７
月
１７
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

専
修
大
学
会
計
人
会
の
第
４６
回
定
期

総
会
が
開
か
れ
、
会
員
約
３０
人
が
出

席
し
た
。
大
学
か
ら
富
山
尚
德
専
務

理
事
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。

議
案
の
承
認
の
後
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
た
。
世
代
交
代
を
目
的
に
、

長
年
、
同
会
の
発
展
に
寄
与
し
た
高

橋
貞
雄
会
長
（
昭
３７
商
経
）
に
代
わ

り
、
吉
田
伸
江
氏
（
昭
５４
院
商
修
）

が
新
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。家

永
登
法
学
部
教
授
の
講
演
「
現

代
家
族
の
変
容
と
家
族
法
」の
後
、懇

親
会
を
開
き
、
会
の
さ
ら
な
る
発
展

を
誓
い
合
っ
た
。

地
元
密
着
型
の
情
報
紙

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た

『
小
田
急
沿
線
新
聞
』
に

２
０
０
５
年
１
月
か
ら
同

１２
月
ま
で
、本
学
の
経
済
・

経
営
・
商
学
部
の
教
員
が

交
流
し
、
わ
か
り
や
す
い

コ
ラ
ム
を
執
筆
し
た
。

『
身
近
な
経
済
学

小

田
急
沿
線
の
生
活
風
景
』

ふ

え

ん

は
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
敷
衍

し
、
時
代
背
景
と
地
域
特

性
を
反
映
し
た
、
問
題
提

起
型
の
書
籍
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
意
見
が
ま
と
ま

り
、完
成
し
た
も
の
。

地
域
（
原
田
博
夫
経
済

学
部
教
授
、
永
江
雅
和
同

教
授
、
内
山
哲
朗
同
教

授
、
在
間
敬
子
京
都
産
業

大
学
経
営
学
部
准
教
授
）、

暮
ら
し
（
上
田
和
勇
商
学

部
教
授
、
泉
留
維
経
済
学

部
准
教
授
、
熊
倉
広
志
商

学
部
教
授
）
、
ビ
ジ
ネ
ス

（
加
藤
茂
夫
経
営
学
部
教

授
、
田
口
冬
樹
同
教
授
、

馬
塲
杉
夫
同
教
授
）
の
３

部
に
分
か
れ
て
い
る
。
挿

絵
と
執
筆
者
の
似
顔
絵
を

吉
田
雅
明
経
済
学
部
教
授

が
協
力
し
て
い
る
。

専
大
出
版
局
・
本
体
７

０
０
円
＋
税
。

「
第
１０
回
専
修
大
学
校
友
会
ア

ド
ニ
ス
カ
ッ
プ
宮
城
ゴ
ル
フ
大
会

・
第
２１
回
石
巻
専
修
大
学
創
立
記

念
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
は
、
校
友

ら
７１
人
が
参
加
し
、
７
月
２４
日
、

宮
城
県
の
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
の
プ
レ

ー
だ
っ
た
が
、
全
員
が
和
気
あ
い

あ
い
、
無
事
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
た

∥
写
真
。

熱
戦
の
結
果
、
大
場
靖
彦
・
石

巻
専
修
大
学
特
命
教
授
が
優
勝
し

た
ほ
か
、
甘
竹
秀
雄
校
友
会
長
が

ア
ウ
ト
３９
、
イ
ン
３８
で
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
賞
を
獲
得
し
た
。

吉
松
仲
二
さ
ん（
昭
５６
商
）が
指

導
す
る
、
持
田
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

（
島
根
県
松
江
市
）の
剣
士
た
ち
が

７
月
２８
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

訪
れ
、
第
４４
回
全
日
本
少
年
剣
道

錬
成
大
会
の
練
習
を
行
っ
た
。

昨
年
も
同
大
会
の
出
場
選
手
を

引
率
し
た
吉
松
さ
ん
。
「
い
つ
も

母
校
で
練
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
こ
が
れ
の

日
本
武
道
館
で
試
合
が
で
き
、
教

え
子
た
ち
に
良
い
夏
の
思
い
出
を

つ
く
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

藤
田
寛
之
さ
ん
（
平
５
経

済
・
ゴ
ル
フ
部
）
が
７
月
２３

～
２６
日
、
北
海
道
ザ
・
ノ
ー

ス
カ
ン
ト
リ
ー
Ｇ
Ｃ
（
７
１

１
５
ヤ
ー
ド
、
パ
ー
７２
）
で

行
わ
れ
た
セ
ガ
サ
ミ
ー
・
カ

ッ
プ
で
ト
ー
タ
ル
２
７
２
、

１６
ア
ン
ダ
ー
で
今
季
初
優
勝

を
飾
っ
た
。
ツ
ア
ー
通
算
７

勝
目
。
な
お
、
藤
田
さ
ん
は

８
月
１３
～
１６
日
に
米
・
ミ
ネ

ソ
タ
州
で
行
わ
れ
る
全
米
プ

ロ
選
手
権
に
、
特
別
招
待
枠

で
出
場
す
る
。
全
米
プ
ロ
は

２
年
連
続
の
出
場
。

〈
江
戸
川
支
部
２５
周
年
総
会

・
祝
賀
会
〉

▽
９
月
５
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
江
戸
川
区
西
小
岩
「
ニ

ュ
ー
オ
ー
ク
ラ
」

猪
野
弘

行
氏
☎
０９０
（
６
１
９
４
）
２

７
７
５

〈
３
２
会
総
会
〉

▽
９
月
２６
日
（
土
）
正
午
開

会
▽
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
館
１５
階
「
報
恩
の

間
」

田
部
俊
彦
氏
☎
０
４

７
（
４
３
８
）
８
１
５
４

〈
北
海
道
連
合
総
会
〉

▽
１０
月
１７
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
函
館
市
本
町
「
ホ
テ
ル

法
華
ク
ラ
ブ
函
館
」

今
井

日
出
夫
氏
☎
０
１

３

８

（
４６
）
１
０
０
２

訃

報

古
家

保
二
氏
（
ふ
る
や

・
や
す
じ
）
学
校
法
人
専
修

大
学
元
常
任
理
事
・
元
常
勤

監
事
・
元
評
議
員
・
元
顧

問
、
専
修
大
学
附
属
高
校
元

理
事
長

７
月
５
日
、
心
筋
梗
塞
で

死
去
。
８０
歳
。
告
別
式
は
同

７
日
、
多
摩
市
の
観
蔵
院
で

執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
弟

の
隆
氏
。

砂
田

卓
士
氏
（
す
な
だ

・
た
く
じ
）
名
誉
教
授
・
元

法
学
部
教
授
・
学
校
法
人
専

修
大
学
元
理
事
・
元
評
議

員
、
専
修
大
学
玉
名
高
校
元

校
長７

月
６
日
、
肺
炎
で
死

去
。
８６
歳
。
告
別
式
は
同
９

日
、
練
馬
区
の
東
高
野
会
館

で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は

妻
の
幸
子
さ
ん
。
９３
年
３
月

定
年
退
職
。

亜
熱
帯
性
気
候
の
原
色
に

彩
ら
れ
た
手
つ
か
ず
の
自
然

と
、
独
特
の
地
域
文
化
を
持

つ
奄
美
大
島
。
そ
の
島
々
を

縦
横
に
駆
け
巡
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
物
が
き
ら
め
く
瞬

間
を
カ
メ
ラ
で
�
切
り
取

る
�
写
真
家
。

島
内
に
生
息
す
る
希
少
な

鳥
や
動
物
が
、
森
や
海
で
繰

り
広
げ
る
姿
を
と
ら
え
た
写

真
展
を
東
京
、
大
阪
に
続
き

５
月
、
地
元
の
「
田
中
一
村

記
念
美
術
館
」
で
開
い
た
。

夜
の
海
に
大
量
の
卵
が
放

出
さ
れ
る
サ
ン
ゴ
の
産
卵
、

ま
ば
ゆ
い
太
陽

の
光
を
浴
び
る

サ
ン
ゴ
礁
∥
１

面
写
真
。

原
生
林

で

は
、
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
が

走
り
回
り
、
ト

カ
ゲ
を
捕
食
す

る
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ア
カ
シ
ョ
ウ

ビ
ン
や
毛
づ
く

ろ
い
す
る
ル
リ

カ
ケ
ス
が
た
た

ず
む
…
…
。

「
自
然
と
の
〝
対
話
〟
は

至
福
の
ひ
と
と
き
で
す
」

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
、
サ
ン

ゴ
礁
の
保
全
・
再
生
活
動

だ
。
奄
美
の
島
々
を
囲
む
世

界
有
数
の
サ
ン
ゴ
礁
は
、
９８

年
の
海
水
温
上
昇
に
よ
る
と

み
ら
れ
る
白
化
現
象
と
、
天

敵
・
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
異
常
発

生
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

環
境
省
や
地
方
自
治
体
に

よ
る
サ
ン
ゴ
礁
の
調
査
に
加

わ
り
、
重
点
地
対
策
と
し
て

オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
を
進
め
て

い
る
。
「
サ
ン
ゴ
が
回
復
す

る
海
域
は
、
確
実
に
増
え
て

い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

旧
名
瀬
市
（
現
奄
美
市
）

出
身
。
同
市
役
所
に
勤
務
し

て
携
わ
っ
た
環
境
活
動
に
よ

り
撮
影
技
術
を
身
に
つ
け
、

０３
年
独
立
。
自
然
紀
行
番
組

や
新
聞
・
雑
誌
、
ブ
ロ
グ
で

活
発
に
情
報
を
発
信
す
る
。

島
を
離
れ
た
の
は
専
大
文

学
部
英
文
学
科
に
学
ん
だ
４

年
間
だ
け
。
そ
れ
ま
で
分
か

ら
な
か
っ
た
奄
美
の
魅
力
に

気
付
い
た
。

ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
愛
好

会
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｌ
で
潜
水
技
術

を
磨
き
、「
本
物
の
海
を
仲
間

に
見
せ
た
い
」
と
１
年
次
の

夏
、
合
宿
を
奄
美
大
島
南
部

の
ヤ
ド
リ
浜（
大
島
海
峡
）で

実
施
。
「
大
島
合
宿
」
は
同

愛
好
会
の
定
番
と
な
っ
た
。

学
生
時
代
に
仲
間
と
潜
っ

た
大
島
海
峡
は
、
サ
ン
ゴ
で

び
っ
し
り
だ
っ
た
。
「
そ
の

光
景
が
目
に
焼
き
つ
い
て
離

れ
な
い
の
で
す
。
一
つ
の
テ

ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
が
両
手
を
広

げ
て
も
届
か
な
い
く
ら
い
大

き
く
て
。
何
と
し
て
も
当
時

の
姿
に
戻
し
た
い
」。

t
v
k「
ハ
マ
ラ
ン
チ
ョ
」に

日
髙
理
事
長
・
学
長
が
出
演

第２５回校友会グリーンカップゴルフ大会

第
４６
回
会
計
人
会
定
期
総
会
開
く

日 時：１０月９日（金）

場 所：千葉県・姉ヶ崎カントリー倶楽部 東コース

募集人数：１００人（２５組）

申 込 金：５，０００円（懇親会費、景品代含む）

プレー費：約１５，４００円

（カート代、キャディフィー、昼食代含む）

申込期限：９月１１日（金）＜必着＞

※先着順、定員になり次第締め切り

申・問 ：専修大学校友会 ゴルフ大会係

☎ ０３（３２６５）７５７９ Fax ０３（３２６５）７０８９

優勝は大場靖彦・石巻専修大学特命教授

アドニスカップ宮城ゴルフ大会

◇開催のお知らせ◇

▶

吉
田
新
会
長
か
ら
花
束

を
贈
ら
れ
る
高
橋
会
長

ゴ
ル
フ
「
セ
ガ
サ
ミ
ー
・
カ
ッ
プ
」

校
友
・
吉
松
さ
ん
指
導
の
持
田
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

藤
田
寛
之
さ
ん
今
季
初
優
勝

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

体
育
館
で
練
習

－「サンゴの海」を取り戻したい－

学
部
改
革
の
参
考
に

身
近
な
経
済
学
―
―

�
き
ら
め
く
奄
美
�を

表
現
す
る
自
然
写
真
家

小
田
急
沿
線
の
生
活
風
景

お
き

か
つ

き

興

克
樹
さ
ん

SI Libretto

（
平
５
文
）
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